
札幌軟石
～北海道の産業とくらしを支えた石文化～

札幌軟石は、４万年前、支笏火山の大規模な
噴火による火砕流が札幌周辺で冷えて固まっ
た岩石（溶結凝灰岩）である。加工しやすく、
耐火・防火性に富んだことから、明治初期よ
り札幌をはじめ北海道内の建造物に多く用い
られ、個性的な景観も形づくった。古い石蔵
がカフェなどに再利用され、採石場跡は公園
や緑地として市民に親しまれているのみなら
ず、軟石は現在も市内南区で採掘され、近年
は建物の仕上げ材としても人気がある。また、
軟石の雑貨が商品化されるなど、札幌軟石の
文化は今も脈々と受け継がれている。


